
（別紙３）

～ 2024年12月25日

（対象者数） 49 （回答者数） 32

～ 2024年12月25日

（対象者数） 12 （回答者数） 9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

現在行なっていることを継続することで、子どもたちの意欲

に繋げていけるようにしていきます。また保育士、専門職員

など職員間で情報共有をすることで、連携をとったチーム支

援を行なっていきたいと思います。

2

現在行なっていることを継続することで、安心感を持ってお

子さまがご利用していただけるようにしていきたいと思いま

す。また契約時以外にもご利用者様やご家族様からお問い合

わせやご不明な点などがあった場合には、連絡ツールや面

談、電話などを用いて適切な対応ができるように周知してい

きたいと思います。

3

現在行なっていることを継続することで、子どもたちが一つ

ひとつの活動や遊びに意欲や興味を持って取り組むことがで

きるようにします。また曜日によっては歩行が難しいご利用

者様もご利用していただいているので、それぞれの場面に応

じて適切な環境設定をし、過ごしやすい環境を整えていきた

いと思います。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

今後そのような機会があるとするならば、療育内容や時間の

見直しを行い、職員間で連携をとりながら地域での子どもた

ち同士の触れ合う機会を作っていく必要があります。またそ

のような機会があるのか情報収集を行い、可能かどうか検討

することも必要になってきます。

2

日々の療育だけでなく、面談などでご利用者様の様子をより

詳しくお伝えし、必要であればご家族様に療育の中に入って

いただくことも取り入れてみても良いかもしれません。（そ

の場合には時間や環境設定が必要になります）またご家族様

が参加できるような研修会の案内があれば、連絡ツールにて

周知するようにしていきます。

3

今後そのような機会があるとするならば、療育内容や時間の

見直しを行い、職員間で連携をとりながらどのように開催す

るのか検討していく必要があります。

運動遊びや音楽遊び、制作活動などの集団療育だけでなく、リ

ハビリテーションの専門職が一人ひとりにあった個別療育を導

入していること（言語聴覚士、作業療法士、理学療法士など）

それぞれの時間設定を事前に行い、集団療育と個別療育の両方

を充実させることができるようにしています。また集団療育で

は担当職員を決めないことで、色んな人との信頼関係を深めて

いけるようにしています。個別療育に関しても、日によって担

当する職員、職種を変えることで、さまざまな目標や課題に

フォーカスできるように工夫しています。

事業所をご利用していただく前の見学や契約を行うことで、運

営規程や支援プログラム、利用者負担等についての丁寧な説明

ができているため、安心してご利用いただけていること

見学では教室の環境設定や職員とのやりとりだけでなく、実際

にご利用していただいている子ども達の様子を見ていただくこ

とで、日々の雰囲気をイメージしやすいように意識していま

す。また契約に関しては、個室の使用や余裕を持った時間を確

保しておくことで、ご利用者様だけでなくご家族様にも安心し

ていただけるように心がけています。

子ども達が活動するスペースが十分に確保されていること 集団活動（保育）スペースと個別療育（リハビリ）スペースを区切る

ことで、それぞれの活動するスペースの認識をし、活動に意欲的に取

り組むことができるようにしています。また集団活動では活動内容に

応じて机や椅子などを出し入れしたり、個別療育では必要な遊具や器

具以外は子どもたちから見えない場所に置いたりすることで安全に活

動参加できるように行なっています。

父母の会の活動の支援や保護者会等の開催により保護者同士の

交流の機会がないこと、またきょうだい向けのイベント等の開

催によりきょうだい同士の交流の機会がないこと

まなび教室の特色としている個別療育（リハビリ）の時間を確

保することを考えると、そのような時間や機会を設けることが

難しいというのが現状です。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保育所や認定こども園、幼稚園との交流やその他地域で他の子

ども達と触れ合う機会がないこと

まなび教室の特色としている個別療育（リハビリ）の時間を確

保することを考えると、そのような時間や機会を設けることが

難しいというのが現状です。また実際にそのような交流の機会

があるのか情報収集できていない部分もあります。

ご家族様に対して家族支援プログラム（ペアレント・トレーニ

ング）や研修会、情報提供の機会がないこと

連絡ツールや連絡帳、面談などの中でご利用者様の様子やお困

りごとについてお話をすることを意識し、家族支援プログラム

を行なっていましたが、ご家族様に対しての研修会のご案内な

どの周知はあまりできていなかったように思います。

2024年12月2日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年1月24日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 まなび教室

○保護者評価実施期間
2024年12月2日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表
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（別紙４）

まなび教室
公表日 2025年2月28日

利用児童数 49 回収数 32

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1
こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思います

か。
31 1

集団療育と個別療育の部屋が分かれてい

て良い

2 職員の配置数は適切であると思いますか。

32

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い

ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。 30 2

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。
30 1 1

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 
31 1

一人ひとりの特性に合わせた支援ができ

ている

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合っていると思いますか 。
31 1

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、児童発達支援計画（個別支援計画）が作成されていると思

いますか。 30 1 1

しっかり面談等で話を聞いて頂いたり、

相談したりしながら作成している

8

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提

供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援 」で示す支援

内容からこどもの支援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体的

な支援内容が設定されていると思いますか。
29 1 2

9 児童発達支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。

31 1

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か。
28 1 3

毎月のおたよりに月案の記載があり、季

節にあった内容やイベントなど工夫され

ている

11
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で他のこどもと

活動する機会がありますか。
12 3 6 11

保育所に通園しているので、デイでは地

域での子どもとの交流はなくても良い

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。
32

13 「児童発達支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされましたか。

30 2

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。 18 2 3 9

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。
30 1 1

面談のような機会(夫も含めてできる時)

があれば嬉しい

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。

28 2 2

不定期利用のため、お迎えの際に助言を

もらっている

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。

30 1 1

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ

い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。
6 1 10 15

定期的に保護者同士の交流があれば嬉し

い(お迎え時しか顔を合わせないため、

お友だちの情報も少ないため)

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。
29 1 2

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
30 1 1

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ

れていますか。 27 5

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。

28 1 3

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま

すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。 31 1

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓

練が行われていますか。
30 2

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
30 2

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
29 1 2

27 こどもは安心感をもって通所していますか 。

31 1

最近は毎月まなびに行きたいことを伝え

たり、利用がないときには怒ったりする

こともあり、そのぐらい楽しみにしてい

ることを感じる

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。

31 1

行き渋りなく、さまざまな活動を楽しく

笑顔で参加している

29 事業所の支援に満足していますか。

31 1

連絡帳も写真つきで丁寧に記入していた

だき、ありがたい

非常

時等

の対

応

より良い支援に繋げていけるように。現

状維持していきます。

保護

者へ

の説

明等

満足

度

感染症対策として常時換気を行い、こま

めな消毒や清掃を継続していきます。

日々の様子や情報などを職員間で共有

し、子どもたち一人ひとりにあった支援

を提供できるようにしていきます

ご利用者様がさまざまな活動や遊びに興

味を持って参加してもらえるような内容

を検討していきます。

各分野での課題や目標を職員間で共有し、達成

するための支援内容や支援方法を踏まえた個別

支援計画を作成していきます

環

境・

体制

整備

適切

な支

援の

提供

苦情についての連絡先の周知を行い、ス

ムーズな対応ができるように心がけてい

きます

より良い支援に繋げていけるように。現

状維持していきます。

支援計画に沿った支援を行うとともに

日々の様子に合わせた支援を実施するこ

とで、適切な支援へと繋げていきます。

引き続き季節にちなんだ活動や運動あそび、音楽あ

そびなどさまざまなテーマでの活動内容を考え、ご

利用者様が楽しく過ごすことができるように工夫を

していきます

個別療育の時間を確保するため、地域活動へ参加す

ることがは難しいのが現状ですが、今後会社として

そのような機会ができれば検討していきます

今まで通り契約時に説明をし、お問い合

わせがあった時には迅速に対応するよう

にしていきます

具体的な支援内容や支援方法をお伝え

し、丁寧な説明を心がけていきます

事業所名

ご意見を踏まえた対応

集団スペース、遊具などを使用するプレイルーム、

個別療育や面談などを行う個室など、活動に合わせ

て適切なスペースの確保を引き続き行っていきます

利用定員に合わせた適切な対応ができる

ような職員配置を引き続き行っていきま

す。

絵カードやイラスト、写真などを用いて

ご利用者様が過ごしやすい環境を整えて

いきます。

見学や面談、送迎対応の中で課題に対した助言

を行うようにしています。より良い支援に繋げ

ていけるよう引き続き継続していきます

引き続きご利用者様、ご家族様とこまめ

にやりとりを行い、ご家族様との連携を

図っていきます

見学や面談などご家族様とやりとりでき

る機会を増やし、寄り添った支援を行

なっていきます

より良い支援に繋げていけるように。現

状維持していきます。

今後そのような場を設けることができる

ように検討できればと思っています

ご利用者様だけでなくご家族様にも安心

していただけるような事業所を作ってい

きたいと思います

ご利用者様が「やってみたい」「楽し

い！」と思えるような活動やあそびを提

供していきたいと思います

引き続きご利用者様、ご家族様が満足し

ていただけるような事業所を提供できる

ように努めていきたいと思います

より良い支援に繋げていけるように。現

状維持していきます。

引き続き毎月のおたよりを発行し、活動

内容などが分かりやすいおたよりを作成

していけるように心がけていきます

引き続き個人情報の取り扱いには十分留

意しながら療育に努めていきたいと思い

ます

職員が見えやすい位置に設置し、周知徹

底ができるように努めていきます

引き続き保育活動の中で定期的に取り入

れることで、ご利用者様が関心を持つ機

会を作っていきます

より良い支援に繋げていけるように。現

状維持していきます。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表
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（別紙５）

公表日 2025年2月28日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。

9 0

集団活動（保育）スペースと個別療育（リハビ

リ）スペースをパーテーションで分け、過ごし

やすい環境を整えています

引き続きご利用者様が安全に療育を受けること

ができるような環境を整えていきます

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。

8 1

ご利用される利用者様の人数を把握し、なるべ

く適切な人数で療育できるように心がけていま

す

活発な利用者やパニックになりやすい利用者が利用

する日は、現在よりもう一人職員がいた方が良い。

また個別療育職員が休んだ場合に個別療育担当職員

の補充が必要です

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や

情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 8 1

写真やイラストを用いることで、子どもたちが

自分のものや片付ける場所などを意識できるよ

うに工夫しています

写真やイラストなど見えにくくなったものがそのま

まになってしまっている部分があるので、こまめに

確認するようにしていき、設備等も定期的な見直し

を引き続き行なっていきます

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、

こども達の活動に合わせた空間となっているか。
9 0

設備、備品の管理、点検修理については定期的

に行うようにしています

日々の清掃や消毒などを継続して行い、安心し

て過ごすことのできる環境を整えていきます

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められ

る環境になっているか 。
8 1

全員で共有する大きなスペースだけでなく、必

要な場面で使用することができる個室なども用

意しています

必要な場面でそれぞれの部屋や場所を使用する

ことができるような状態を継続していきます

6
業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広

く職員が参画しているか。
2 7

直接的に目標設定や振り返りについて話す機会を設

けることは難しいが、必要なことに関しては連絡

ツールを使って共有するようにしています

常に療育プログラムが行われているため、話し合い

や伝達をする時間の確保が難しいため、まずは時間

の確保をするところから始めていきます

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けて

おり、その内容を業務改善につなげているか。
8 1

保護者向け評価に目を通し、改善できる業務内

容に関してはすぐに対応するようにしています

日々の業務に改善すべき点はないか振り返りを

定期的に行うようにしていきます

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につ

なげているか。 
5 4

個々に必要な場面でやりとりをし、相談できる

環境を整えるようにしています

個人間でやりとりすることはできているが、職員全

体でやりとりをすることはなかなかできていないの

が現状なので、連絡ツールを用いて全体周知を行

なっていきます

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。
8 1

実地指導の中でいただいた助言や評価結果を周

知し、業務に繋げるようにしています

助言や評価結果をもとに日々の療育、業務内容

の見直しをこまめに行うようにしていきます

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研

修を開催する機会が確保されているか。
8 1

マニュアルや研修の報告資料などを回覧するこ

とで、共通認識できるようにしています

時間の確保が難しいため、研修が開催されていても

参加できることは難しいため、オンラインなど参加

できる方法があればなるべく参加していくように心

がけます

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。

8 1

週ごとに活動内容を設定し、季節にあったイベント

なども大切にするようにしています。また決まった

活動内容については毎月のおたよりにてお知らせす

るようにしています

引き続き連絡帳や毎月のおたよりなどを用い

て、支援プロクラムや活動内容をご家族様にお

伝えしていきます

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者の

ニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成して

いるか。 9 0

日々の様子やモニタリング、ご家族様からの情

報などを用いて、児童発達支援計画を作成する

ようにしています

引き続き一人ひとりのご利用者様にあった目標

や課題を設定し、児童発達支援計画の作成に努

めていきます

13

児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけで

なく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の

利益を考慮した検討が行われているか。 8 1

事例検討など話し合う機会を設けることができない

分、職員全員がいつでも見ることができる場所に支

援計画などを保管するようにしています

パートや社員全体での会議を行う時間の確保が

難しいため、連絡ツールなどを用いて全体周知

を行なっていきます

14
児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われて

いるか。 
6 3

職員全員がいつでも見ることができる場所に支援計

画などを保管するようにし、一人ひとりの目標や課

題に沿った支援を行うようにしています

パートや社員全体での会議を行う時間の確保が

難しいため、連絡ツールなどを用いて全体周知

を行なっていきます

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマル

なアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセ

スメントを使用する等により確認しているか。 7 2

それぞれの場面、状況に合わせて必要なツール

等を用いてアセスメントを行うようにしていま

す

引き続き継続していくことで、より良い支援に

努めていきます

16

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援

の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及

び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こ

どもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援

内容が設定されているか。 9 0

各分野での課題や目標を考え、それぞれのご利

用者様にあった具体的な支援方法や支援内容を

作成しています

各分野での課題や目標を職員間で共有し、達成

するための支援方法や支援内容を引き続き検討

していきます

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。

8 1

季節にちなんだ活動、運動遊びや音楽遊びなど子ど

もたちが興味を持って取り組むことのできる活動内

容を考え、週ごとに提供しています

引き続き季節にちなんだ活動や遊びなどさまざまな

テーマでの活動内容を考え、ご利用者様が楽しく過

ごすことができるように工夫をしていきます

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。

9 0

色んな職員がアイデアを出し合うことで、さま

ざまな活動や遊びを体験できるようにしていま

す

引き続き季節にちなんだ活動や遊びなどさまざまな

テーマでの活動内容を考え、ご利用者様が楽しく過

ごすことができるように工夫をしていきます

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童

発達支援計画を作成し、支援が行われているか。
9 0

集団活動・個別療育によって必要な項目を設定

し、一人ひとりにあった適切な支援を行うよう

にしています

支援計画に沿った支援を行うとともに日々の様

子に沿った支援を実施することで、適切な支援

へと繋げていきます

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内

容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っている

か。 8 1

連絡ツールや口頭でのやりとりの中で必要な情

報の確認や共有をするようにしています

引き続き連絡ツールなどを用いて情報共有を徹

底し、連携したチーム支援を行なっていきます

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の

振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
4 5

送迎や療育の合間で必要なことをなるべく打ち

合わせ、振り返りできるように心がけています

送迎や療育などが続いているため、その日の振

り返りをする時間を確保することは難しいです

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につ

なげているか。
8 1

場面に応じて記録をとり、担当職員を中心に話

し合い、ご利用者様にあった支援方法を見つ

け、日々の関わりへと繋げています

より良い支援に繋げていけるように現状維持し

ていきます

23
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を

判断し、適切な見直しを行っているか。
9 0

モニタリングはお電話やFAXにて行なってお

り、児童発達支援計画はご家族様と面談をしな

がら年2回の見直しを行なっています

モニタリングは継続して行なっていきます。児童発

達支援計画の見直しに関しては、面談などを強化

し、ご家族様とのやりとりを増やしていきます

24
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、

そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
9 0

サービス担当者会議があれば、参加するように

心がけ職員全体に周知することで、日々の療育

に繋げていきます

より良い支援に繋げていけるように現状維持し

ながら職員間で情報共有を行なっていきます

25
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教

育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
7 2

契約時にご利用者様に必要な医療機関などの情

報を把握し、必要な場面によってはご家族様を

介してやりとりできるようにしています

場面に応じてスムーズな対応ができるよう引き

続き継続していきます

26

併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観

点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、

幼稚園、特別支援学校(幼稚部)等との間で、支援内容等の情報共有と

相互理解を図っているか。
8 1

ご家族様を介してまなび教室での様子と保育園

や幼稚園での様子をこまめに共有できるように

しています

必要であれば保育園や幼稚園の職員の方との電

話や見学を行いながら、より良い支援に繋げて

いけるように引き続き対応していきます

27
就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支

援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。
8 1

ご家族様を介してまなび教室での様子と学校で

の様子をこまめに共有できるようにしています

必要な場面があれば電話や見学を行い、十分な

情報提供をしていきます

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を

図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。

29
質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けた

り、職員を外部研修に参加させているか。

30
(自立支援)協議会こども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極的

に参加しているか。

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパー

バイズや助言等を受ける機会を設けているか 。

32
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこども

と活動する機会があるか。
3 6

現段階では時間の確保などが難しく行なってい

ません

33
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課

題について共通理解を持っているか。
9 0

見学や面談の実施、送迎対応の中でやりとりするよ

うにしています。また連絡ツールを使うことでこま

めなやりとりができるようにしています

引き続きこまめにやりとりを行い、ご家族様と

の連携を図っていきます

34

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラ

ム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や

情報提供等を行っているか。 5 4

見学や面談、送迎対応の中で課題に対した助言

を行なっています

より良い支援に繋げていけるように現状維持し

ていきます

35
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っ

ているか。
9 0

契約時に説明させていただいています。またお

問い合わせがあったときには、その都度お答え

するようにしています

今まで通り契約時に説明を行い、お問い合わせ

があったときには迅速な対応を心がけていきま

す

36

児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、

こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意

向を確認する機会を設けているか 。 8 1

見学や面談、送迎対応の中でご利用者様やご家

族様の意向を丁寧に聞くことができるようにし

ています

より良い支援に繋げていけるように現状維持し

ていきます

37
「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者か

ら児童発達支援計画の同意を得ているか。
9 0

面談時に振り返りを行い、現在取り組んでいること

と今後の目標や課題を検討し、児童発達支援計画を

お渡しするときに、改めて説明をするようにしてい

ます

引き続き具体的な支援内容や支援方法をお伝え

し、丁寧な説明を心がけていきます

38
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、

面談や必要な助言と支援を行っているか。
9 0

支援計画お渡し時に面談希望のご案内をお知ら

せするようにしています

面談のご案内をしていますが、定期的に来ていただ

けている方とそうでない方がおられることが現状な

ので、ご案内をこまめに行なっていきます

39

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、

保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、

きょうだい同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。
5 4

全体で保護者様が交流する場は設けていません

が、ご利用者様によっては合同保育を開催し、

ご家族様の交流する機会を設けています（短時

間利用の方のみ）

現在行なっている合同保育は引き続き行なって

いきます

40

こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備する

とともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅

速かつ適切に対応しているか。 9 0

見学や面談の実施、送迎対応の中でやりとりするよ

うにしています。また連絡ツールを使うことでこま

めなやりとりができるようにしています

より良い支援に繋げていけるように現状維持し

ていきます

41

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ

り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対し

て発信しているか。 9 0

毎月のおたよりを発行し、活動内容や連絡事項を発

信するようにしています。また事業所での様子に関

しては写真もあわせてお伝えしています

引き続き毎月のおたよりを発行し、伝えたいこ

とが分かりやすいおたよりを作成していけるよ

うに心がけていきます

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

9 0

引き続き取り扱いには十分に留意していきます 安心して過ごすことができるように現状維持し

ていきます

43
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮を

しているか。
9 0

ご利用者様それぞれの特性を理解し、教室での

過ごし方や様子についてはこまめにお伝えする

ようにしています

より良い支援に繋げていけるように現状維持し

ていきます

44
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。
4 5

個別療育の時間を確保するため、地域活動への

参加は行なっていません

45

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染

症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発

生を想定した訓練を実施しているか。 9 0

職員やご家族様が見やすい位置に設置し、周知

徹底できるようにしています

より良い支援に繋げていけるように現状維持し

ていきます

46
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、

定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
9 0

保育活動の中で災害にちなんだ活動を取り入

れ、ご利用者様が関心を持つことができるよう

に取り組んでいます

引き続き保育活動の中で定期的に取り入れるこ

とで、ご利用者様が関心を持つ機会を作ってい

きます

47
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認して

いるか。
9 0

契約時にご家族様に確認し、職員間で情報共有

を徹底するようにしています

安全に過ごすことができるように、必要な方へ

の対応を継続していきます

48
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応が

されているか。
9 0

契約時にご家族様に確認し、食物アレルギーが

ある場合は給食提供前に職員間で確認をしてか

ら提供するようにしています

安全に過ごすことができるように、必要な方へ

の対応を継続していきます

49
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置

を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
9 0

ケアスタッフサービス全体での研修を受け、資

料を周知することで適切な対応ができるように

心がけています

適切な対応ができるように職員間での周知を継

続していきます

50
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計

画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。
9 0

必要な情報をご家族様へ周知することで、安全

に過ごすことのできる環境を整え、連携をとる

ように心がけています

適切な対応ができるように職員間、ご家族様と

のやりとりを継続していきます

51
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検

討をしているか。
7 2

ヒヤリハットがあった場合には、管理者に報告

するとともに職員全体への周知と会社へ報告し

ています

適切な対応ができるように職員間での周知を継

続し、安心して過ごすことのできる環境を整え

ていきます

52
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をし

ているか。
9 0

ケアスタッフサービス全体での研修を受け、資

料を周知することで適切な対応ができるように

心がけています

適切な対応ができるように職員間での周知を継

続していきます

53

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決

定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発

達支援計画に記載しているか。 9 0

事前説明を行い、同意書にサインをいただくと

ともに児童発達支援計画へ記載するようにして

います

安全に過ごすことができるように、必要な方へ

の対応を継続していきます

31

7 2

さまざまな関係機関で連携をとりながら、日々

の療育に繋げていけるようにしています

より良い支援に繋げていけるように現状維持し

ながら職員間で情報共有を行なっていきます
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